トーナメントルール

第１章

第1条 新たに自分達のやりたいスタイルで、気のあったメンバーで楽しく、それでいてハイレベル、お洒落な大人のバスフィッシングを目指すこと。
第2条 スポーツマンシップに従い、公明、公平に協議を行い、安全が第一とし、競技を楽しみ、よりよい人格者であること。

第3条 社会秩序を守り、開催される会場の規定に従うこと。

第4条 トーナメント中の事故、傷害、盗難等については参加者個人の責任とする。

第5条 計量した魚は選手個人の責任において対応する。

第6条 競技規定は、必要に応じて予告なく変更することがある。

第7条 違反の決済と審議

1） 競技規定、審査規定に違反する行為の裁決は、すべて大会事務局側の判断に委ねる。

2） 大会事務局は、本規約にない違反に対して、複数の大会参加者を召集して審議会を開き決済をする。

第8条 出場資格

1） 前年の大会に参加した者。

2） 前年に登録はしたが参加できなかった者。

3） 過去に登録のあった者、参加したことがある者。

4） １～３項の友人・知人。

5） その他、大会事務局が承認した者。

6） １～６項のいづれも事務局に必要事項をメールにて報告し、事務局がこれを登録する。事務局からの依頼事項に関しては期日までに返信すること。

7） 船舶保険に加入している者。

8） その他の競技規定等をすべて満たし守れる者であること。

9） ただし、事務局で不適切と判断した場合は資格を剥奪するものとする。
第２章　競技規定

第9条 先行者の優先権
1） 先行者の許しを得ない限り、釣りをしているボートが不快に感じる距離まで近づいてはならない。
第10条 　自然保護の原則
1） トーナメントエリア内に、あらゆる手段において釣り場の造成、破壊をしてはならない。
第11条 　エリア

1） 琵琶湖全域並びに琵琶湖につながった航行可能な範囲。

2） ただし、天候等の条件で変更の場合あり。

3） 禁止エリア

ａエリ・イケス・浮漁礁等の漁具、並びに周辺

ｂ琵琶湖大橋・近江大橋周辺
ｃ釣り禁止の表示のある各マリーナ・漁港(桟橋・係留船等も含む)
ｄ一般的な社会人(釣り人)として常識の範囲を逸脱する場所
ｅ釣り禁止エリア・進入禁止エリア

第12条 　釣法

1） ルアーフィッシングに限る。

2） 生餌の使用禁止。

3） バスを故意に引っ掛けてはいけない。

第13条 　タックル
1） ロッド、リール、ルアー等の個数や量、種類については原則として制限はしない。

第14条 　ボート

1） 競技に使用するボートには事務局から配布したステッカーをエンジンカウルに貼ることとする。

2） 使用するボートは自由だが、各自で安全を考慮すること。

3） 免許の有無や競技中の航行違反、法定備品の管理等は個人の責任とする。

4） ライフジャケット、キルスイッチの着用も個人の責任とする。
5） ボート係留時は他船との損傷に注意し、必要に応じてフェンダーを使用すること。
6） ２名乗船も可能だが、安全面に十分考慮すること。

第15条 　操船
1） 営業船などの他船の航路を確保し、安全な航行、停船を行うこと。

2） スタート及び帰着時には最善の注意を図ること。

3） 他の釣り人に不快な思いをさせないように、航行するスピードや距離に注意すること。

4） 　大会中止
5） 荒天の場合、大会事務局は、複数の大会参加者を召集し、大会の中止またはルールやエリアの変更を協議・決定することができる。

6） 大会中止が事前に決定した場合は事務局より連絡する。当日の場合でスタート前ならば口頭で連絡する。スタート後であれば携帯および選手相互連絡とする。

7） スタート後に中止の場合はすみやかに会場へ帰着するか、安全な場所に避難すること。

第16条 　細則
1） 魚を検量場所まで持ち込む時には、個々で魚の保護に努め、ウェイインバッグ等を使用すること。
2） ２名乗船であっても競技は個人である。

3） 会場でのスロープの使用、駐車場、ボートの係留等は選手間で協力し、大会運営が迅速にできるように努める。また一般の方に迷惑をかけないように注意する。

4） 受付遅れには十分に注意し、万が一の場合は大会関係者にその旨を伝える。
5） 極端な帰着遅れは原則的には失格だが、安全を最優先し帰着すること。
6） ゴミの放置はしないこと。
7） ルール違反黙認の禁止。楽しく競技するための最低限のルールで、故意でない違反であればお互いに注意しあい、気持ちよく競技ができるようにすること。
第３章　審査規定
第17条 　規定匹数と体長制限
1） 生魚を５本。全長３０cm以上。

第18条 　順位審査
1） 総重量で順位を競う。

2） 同重量の場合は前年ランキングが上の選手を上位とする。
第19条 　検量
1） エラを動かしていれば検量するが、エラを静止している魚は死魚として検量対象外とする。

2） 規定体長に満たないと思われる場合は検量の際に事務局で再計測する場合がある。魚を計測する場合はどんな計測の仕方でも良い。口開き、尾閉じでも可。
第４章　表彰規定
第20条 　年間賞
1） 全５戦の成績の獲得ポイントによって年間成績を確定し、獲得ポイントが同じ場合は、総重量が重い選手を上位とする。ポイント、重量ともに同じ場合はランキングが上の選手を上位とする。

第21条 　トーメントの賞
1） 入賞圏内は総重量上位５名。ただし出場選手数により変更する場合がある。
2） ビッグフィッシュ賞。
　　１本の重量で競う。

　　同重量の場合はランキングが上の選手を上位とする。

3） 特別賞

変わった外道やデカい外道などなど。

原則的に１大会につき、１名のみ。
第22条 　得点の方法
1） 獲得ポイントは以下の方法で換算する。

a 各大会で１位５０ポイント、２位４５ポイント、３位４０ポイント、４位３５ポイント、５位３０ポイント、６位２５ポイント、以下順位が１つ下がるごとにポイントが１つ下がり、２１位以下は５ポント。

b ビッグフィッシュ賞は１０ポイント。

c 外道賞は５ポイント。

d 皆勤賞は１０ポイント。

第23条 　クラシック出場資格

1） 年間成績上位１０名。

ただし、出場辞退者がいても繰上げ出場は原則的になし。

2） 前年度クラシックウイナー。

3） 前年度年間ランキング１位。

4） 年間ビッグフィッシュ賞。
